
土
石
流
に
埋
も
れ
た
久
光
島

　
　
一
、
久
光
の
消
滅

　
豊
後
國
速
見
郡
朝
見
庄
に
は
、
中
世
三
っ
の
名
が
あ
っ
た
。

　
「
宇
佐
大
鏡
」
に
よ
る
と
、
宇
佐
官
へ
官
召
物
加
地
子
を
納
め
た

朝
見
庄
の
名
は
末
松
、
倉
光
、
節
丸
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
大
永
十

年
（
一
二
七
三
）
三
月
、
石
垣
庄
の
地
頭
代
迎
西
と
大
隅
國
正
八

幡
大
神
使
と
の
評
い
で
は
、
訴
訟
に
あ
た
っ
て
、
朝
見
庄
の
弁

分
、
久
光
、
藤
花
、
末
松
の
各
名
か
ら
六
人
の
百
姓
が
証
人
と
し

て
呼
び
出
さ
れ
て
い
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
朝
見
庄
に
は
弁

分
、
末
松
、
藤
花
、
倉
光
、
節
丸
、
久
光
の
六
名
が
あ
っ
た
こ
と

が
わ
か
る
。

　
こ
の
内
、
弁
分
は
「
び
ゆ
う
、
べ
ぶ
、
ぶ
ん
ぶ
、
べ
っ
ぶ
」
な

と
読
み
、
今
日
の
別
府
の
地
名
の
元
と
な
っ
た
。
後
の
五
つ
の
地

に
つ
い
て
は
、
現
在
の
ど
こ
か
は
っ
き
り
し
な
い
。
た
だ
久
光
名

に
つ
い
て
は
、
慶
長
十
九
年
（
ヱ
ハ
ー
四
）
三
月
十
五
日
に
作
ら

〃

Ｉ

Ｉ

ｊ

♂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
　
　
藤
　
　
　
暁

れ
た
「
速
見
郡
横
灘
慶
長
七
年
川
成
改
年
記
定
開
帳
」
　
（
松
井
文

書
）
の
「
別
府
村
」
の
冊
の
な
か
に
、
次
の
よ
う
に
記
入
さ
れ
て

い
る
。

て
中
田
　
丿
六
四
　
六
畝
廿
八
歩
　
三
年
御
免
　
久
光
甚
五
郎

　
　
　
　
　
ノ

　
こ
の
記
録
は
、
当
時
、
速
見
郡
を
領
有
し
て
い
た
細
川
忠
興
の

代
官
松
井
康
之
が
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
慶

長
十
九
年
頃
ま
で
、
別
府
村
の
内
に
久
光
の
地
名
が
残
っ
て
い
た

こ
と
が
わ
か
る
。

　
久
光
村
の
消
滅
に
つ
い
て
は
、
三
つ
の
資
料
が
あ
る

ー一
、
そ
の
一
は
、
「
豊
陽
古
事
談
」
の
慶
長
三
年
七
月
の
項
に
、

ぐ　
　
（
慶
長
三
年
七
月
）
廿
九
日
、
大
雨
、
速
見
郡
鶴
見
嶽
崩
る
。

　
麓
の
深
淵
を
潰
し
落
ち
、
淵
を
埋
る
こ
と
半
を
過
ぐ
。
是
の
故
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に
忽
ち
溢
れ
出
、
其
水
は
急
流
と
成
り
て
海
に
入
る
。
時
に
速

　
見
郡
朝
見
荘
久
光
村
流
没
す
。
人
畜
の
死
亡
す
る
者
四
百
余
人

　
或
は
溺
死
す
る
者
、
凡
そ
四
十
余
人
と
。
（
原
文
漢
文
）
と
あ

　
る
。

ｊ二
、
第
二
の
資
料
は
、
天
保
五
年
（
一
八
三
四
）
に
杵
築
の
是
永

く　
亀
由
（
六
雅
）
が
編
纂
し
た
「
豊
城
世
譜
」
の
記
載
で
あ
る
。

　
　
（
慶
長
三
年
七
月
）
廿
九
月
、
大
雨
甚
し
、
鶴
見
岳
東
北
の
麓

　
の
深
淵
、
大
い
に
倍
し
、
又
山
頭
崩
れ
落
、
其
深
淵
を
埋
る
事

　
半
分
。
泗
水
溢
れ
出
、
大
河
急
流
し
海
に
入
る
。
時
に
速
見
郡

　
朝
見
庄
久
光
村
流
没
す
。
死
す
る
者
四
十
余
人
也
。

ｊ三
、
第
三
の
資
料
は
、
別
府
市
朝
見
の
禅
刹
萬
年
山
長
松
寺
の
第

ぐ　
十
三
世
舜
堂
仙
玉
和
尚
が
、
安
政
三
年
（
一
八
五
六
）
に
編
述

　
し
た
「
瓜
生
島
・
久
光
島
之
考
並
地
図
」
　
（
豊
陽
古
事
談
所

　
収
）
で
あ
る
。

　
　
（
慶
長
）
二
年
丁
酉
九
月
廿
五
日
豊
府
旧
記
に
日
。
慶
長
三
年

　
七
月
七
日
よ
り
大
雨
、
廿
九
日
ま
で
。
鶴
見
岳
東
北
の
澗
よ
り

　
水
溢
れ
出
て
、
近
村
山
里
大
河
の
如
し
、
此
時
久
光
両
村
流
没

　
す
。
死
者
四
十
余
人
。

　
以
上
三
つ
の
記
録
を
総
合
す
る
と
、
慶
長
三
年
（
一
五
九
八
）

七
月
二
十
五
日
よ
り
二
十
九
日
ま
で
大
雨
が
降
り
続
い
た
。
こ
の

大
雨
で
、
鶴
見
渓
谷
に
あ
っ
た
潮
水
は
増
水
し
た
。
そ
こ
へ
鶴
見

岳
で
起
っ
た
「
地
す
べ
り
」
が
流
れ
込
ん
だ
。
そ
の
結
果
、
湖
水

の
壁
は
破
れ
一
大
土
石
流
と
な
っ
て
久
光
村
を
襲
っ
た
と
い
う
の

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
「
山
潮
」
は
「
別
府
史
談
」
創
刊
号
で
入

江
秀
利
氏
が
「
諸
用
留
・
家
宝
珍
事
記
」
の
な
か
で
　
享
保
十
四

年
（
一
七
二
九
）
九
月
、
寛
政
十
二
年
（
一
八
〇
〇
）
六
月
、
天

保
九
年
（
一
八
三
八
）
七
月
の
例
を
発
表
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
洪
水
と
性
格
を
一
に
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
　
　
二
、
二
つ
の
絵
図

　
現
在
、
久
光
村
に
つ
い
て
は
、
「
久
光
島
」
の
地
名
で
二
枚
の

絵
図
が
残
さ
れ
て
い
る
。
一
つ
は
「
豊
國
小
史
」
や
「
大
分
県
郷

土
資
料
聚
成
」
　
（
地
誌
編
）
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
幸
松
絵
図
（
仮

称
）
で
あ
る
。
こ
の
図
は
府
内
（
大
分
）
の
商
家
幸
松
家
か
ら
発

見
さ
れ
た
と
い
う
。
い
ま
一
つ
は
。
朝
見
の
長
松
寺
の
仙
玉
和
尚

の
著
書
「
瓜
生
島
・
久
光
島
之
考
並
地
図
」
に
収
め
ら
れ
た
絵
図

（
仮
称
仙
玉
絵
図
）
で
あ
る
。
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こ
の
二
つ
の
絵
図
を
比
較
す
る
と
次
の
相
違
が
あ
る
。
こ
こ
で

は
久
光
島
を
問
題
と
し
て
い
る
の
で
瓜
生
島
に
つ
い
て
は
、
比
較

か
ら
は
除
外
し
た
い
。

一
、
幸
松
絵
図
　
仙
玉
絵
図
共
に
集
落
が
描
か
れ
て
い
る
。
現
在

く　
　
の
別
府
市
に
該
当
す
る
地
域
に
は
、
南
か
ら
赤
松
、
田
野

　
　
口
・
演
浜
、
別
府
、
亀
川
、
古
市
が
共
通
し
て
書
き
込
ま
れ

　
　
て
い
る
。
幸
松
絵
図
に
は
朝
見
が
書
か
れ
て
い
る
が
仙
玉
絵

　
　
図
に
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
こ
れ
と
逆
に
幸
松
絵
図

　
　
に
は
平
田
村
の
記
入
が
な
い
が
、
仙
玉
絵
図
に
は
平
田
村
が

　
　
書
か
れ
て
い
る
。
特
に
注
目
さ
れ
る
の
は
石
垣
村
で
あ
る
。

　
　
幸
松
絵
図
で
は
石
垣
・
石
垣
村
と
書
き
分
け
二
つ
の
集
落
を

　
　
示
す
屋
根
が
書
か
れ
て
い
る
。
仙
玉
絵
図
で
は
、
南
石
垣

　
　
村
、
中
石
垣
村
が
春
木
川
の
南
に
、
北
石
垣
村
が
春
木
川
の

　
　
北
に
書
か
れ
て
い
る
。

ｊ二
、
神
社
佛
閣
で
は
、
仙
玉
絵
図
が
詳
し
く
、
八
幡
朝
見
神
社
、

ぐ　
　
野
口
の
境
川
天
神
、
大
久
光
に
は
道
場
、
小
久
光
に
は
久
光

　
　
寺
が
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。
そ
し
て
久
光
寺
の
記
入
の
上
に

　
　
△
印
が
書
か
れ
、
こ
れ
に
対
応
す
る
よ
う
に
　
対
岸
の
大
分

　
　
の
生
石
村
に
も
「
△
生
石
」
の
記
入
が
あ
る
。
こ
れ
に
対
し

　
　
幸
松
絵
図
は
大
久
光
と
小
久
光
と
の
間
に
道
場
が
書
か
れ
て

　
　
い
る
の
み
で
あ
る
。

ｊ三
、
河
川
の
面
で
は
、
幸
松
絵
図
に
は
高
崎
山
の
西
に
棲
川
が
Ｉ

ぐ　
　
本
だ
け
書
か
れ
て
い
る
だ
け
だ
が
、
仙
玉
絵
図
で
は
、
槽
川

　
　
の
他
に
朝
見
川
、
春
木
川
、
平
田
川
、
無
田
川
（
今
の
亀
川

　
　
の
新
川
）
が
書
か
れ
て
、
お
ま
け
に
朝
見
川
に
は
支
流
の
河

　
　
内
川
ま
で
書
か
れ
て
い
る
。

ｊ四
、
決
定
的
な
相
違
は
、
久
光
島
の
形
で
あ
る
。
幸
松
絵
図
は
、

ぐ　
　
久
光
島
は
、
腰
川
の
北
部
、
浜
脇
の
東
か
ら
海
に
突
き
出
る

　
　
半
島
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
仙
玉
絵
図
で
は

　
　
大
久
光
、
小
久
光
、
無
名
の
三
島
と
し
て
書
か
れ
て
い
る
。

　
　
以
上
の
四
点
の
相
違
に
つ
い
て
考
察
を
す
る
。

印
、
も
と
も
と
石
垣
村
は
、
南
石
垣
、
北
石
垣
の
二
か
村
で
あ
っ

　
　
た
。
寛
永
四
年
（
一
六
二
七
）
に
南
石
垣
村
が
、
幕
府
領
と

　
　
筑
紫
主
水
正
知
行
地
と
に
分
れ
た
際
に
、
幕
府
領
石
垣
村
を

　
　
中
石
垣
村
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
み
る
と

　
　
幸
松
絵
図
は
寛
永
四
年
以
前
、
仙
玉
絵
図
は
寛
永
四
年
以
後

　
　
に
作
ら
れ
た
地
図
が
、
ま
た
は
地
図
を
原
図
に
作
成
さ
れ
た

　
　
と
考
え
ら
れ
る
。
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師
、
第
二
の
相
違
点
の
久
光
寺
で
あ
る
。
「
豊
後
國
志
」
に
よ
る

　
　
と
次
の
如
く
で
あ
る
。

　
　
①
海
門
寺
。
石
垣
荘
別
府
村
の
海
浜
に
在
り
。
開
山
は

　
　
　
慧
明
和
尚
。
旧
、
久
光
村
に
在
り
。
慶
長
の
災
に
地

　
　
　
没
し
て
海
と
烏
り
て
、
寺
は
既
に
鳥
有
た
り
。
元
禄

　
　
　
の
初
、
雷
州
禅
師
此
に
到
り
、
今
の
地
に
寺
を
創
む
。

　
　
　
　
（
原
文
漢
文
）

　
　
　
「
豊
鐘
善
鳴
録
」
第
二
巻
の
「
豊
後
州
海
門
寺
雷
州
禅
師
伝

　
　
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　
②
（
雷
州
禅
師
は
）
豊
に
還
り
、
卯
を
海
門
の
古
基
に

　
　
　
縛
し
、
永
平
石
牛
梁
和
尚
に
請
い
て
始
祖
と
な
す
。

　
　
　
　
（
原
文
漢
文
）

　
　
こ
の
二
つ
の
史
料
を
み
る
と
、
「
豊
後
國
志
」
で
は
久
光
寺

　
　
が
海
に
沈
ん
だ
の
で
、
他
所
に
海
門
寺
を
創
設
し
た
と
蹟
み

　
　
と
ら
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
「
豊
鐘
善
鳴
録
」
で
は
久
光
村
の
　
‘

　
　
地
名
が
出
て
こ
な
い
上
に
、
海
門
寺
の
古
跡
に
小
寺
（
卵
）

　
　
を
建
て
た
と
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
海
門
寺
の
名
称
が
古
く
か

　
　
つ
存
在
し
た
こ
と
に
な
る
。
「
豊
鐘
善
鳴
録
」
は
密
雲
玄
契

　
　
が
寛
保
二
年
（
一
七
四
二
）
に
著
述
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま

た
「
豊
後
國
志
」
は
竹
田
の
唐
橋
君
山
の
編
纂
で
、
寛
政
十

二
年
（
一
八
〇
〇
）
に
ほ
ｙ
脱
稿
し
た
と
い
う
。
こ
の
こ
と

か
ら
「
豊
鐘
善
鳴
録
」
よ
り
も
「
豊
後
國
志
」
の
方
が
四
十

八
年
の
後
の
本
で
あ
る
。

　
つ
ぎ
に
久
光
寺
に
付
せ
ら
れ
た
△
印
に
つ
い
て
検
討
し
よ

う
。
仙
玉
絵
図
に
は
小
久
光
島
に
「
△
久
光
寺
」
と
書
か
れ

て
い
る
。
こ
れ
に
対
応
す
る
よ
う
に
対
岸
の
生
石
村
に
も

　
「
△
生
石
」
と
あ
る
。
「
琲
城
雑
誌
」
第
五
巻
に
よ
る
と
、

生
石
村
に
は
「
生
石
大
明
神
」
が
あ
り
、
巨
石
を
神
体
と
し

て
、
生
石
村
の
産
生
神
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
後
に
「
火
王
権

現
」
が
出
現
し
た
と
い
う
。
そ
こ
で
回
書
の
「
火
王
宮
」
の

項
を
み
て
み
よ
う
。

③
慶
長
三
年
七
月
廿
九
日
、
当
國
速
見
郡
鶴
見
山
崩
る

　
同
郡
久
光
嶋
漂
没
す
。
此
嶋
の
鎮
守
火
王
大
権
現
、

　
神
体
は
赤
き
円
石
に
し
て
、
海
底
に
沈
み
、
夜
々
光

　
を
放
ち
、
其
後
、
当
浦
に
流
れ
寄
る
。
里
人
当
社
と

　
合
せ
祭
る
由
。
回
郡
別
府
、
浜
脇
の
近
邑
に
件
の
島

　
よ
り
出
た
る
里
民
苗
裔
あ
り
て
、
当
社
を
生
土
神
と

　
し
て
祭
る
由
聞
け
る
。
此
説
、
久
満
島
の
選
民
の
家
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家
伝
へ
た
る
由
な
れ
ど
、
由
原
山
に
其
説
な
し
、
疑

　
　
　
ふ
べ
し
。

　
　
こ
の
史
料
に
よ
る
と
、
仙
玉
絵
図
の
久
光
寺
と
生
石
の
△
印

　
　
は
、
明
ら
か
に
か
つ
て
久
光
島
の
鎮
守
で
あ
っ
た
火
王
権
現

　
　
を
あ
ら
わ
す
も
の
と
い
え
よ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

″

　
　
ｊ
　
　
　
　
、
Ｊ

圀
、
三
の
河
川
、
四
の
久
光
島
の
形
を
合
せ
て
考
え
て
み
た
い
。

　
　
く
　
　
　
　
ぐ

　
　
幸
松
絵
図
で
は
、
久
光
島
は
半
島
で
あ
る
。
半
島
の
西
は
深

　
　
く
湾
入
し
て
、
そ
の
奥
に
浜
脇
村
が
あ
る
。
こ
の
絵
図
を
み

　
　
る
と
浜
脇
村
は
天
然
の
良
港
と
い
え
よ
う
。
か
つ
て
別
府
市

　
　
温
水
（
関
の
江
海
岸
の
奥
や
竃
門
で
は
、
砂
州
が
北
に
の
び

　
　
て
、
自
然
の
防
波
堤
と
な
っ
て
、
中
世
ま
で
は
港
を
形
成
し

　
　
て
い
た
。
そ
れ
を
近
世
に
な
る
と
、
川
が
は
こ
ん
だ
土
砂
の

　
　
堆
積
と
、
農
民
の
不
断
の
開
拓
に
よ
っ
て
水
田
化
さ
れ
て
く

　
　
る
。
大
字
竃
門
の
温
水
の
北
新
田
、
大
新
田
。
国
立
病
院
東

　
　
の
中
無
田
、
原
無
田
な
ど
は
近
世
に
水
田
化
し
た
と
こ
ろ
で

　
　
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
水
田
化
し
や
す
い
浅
い
内
海
で
も
、
大

　
　
形
船
の
普
及
し
て
い
な
か
っ
た
中
世
で
は
良
港
と
し
て
充
分

　
　
役
に
立
っ
た
。
し
か
し
五
百
石
積
、
千
石
積
の
大
形
船
が
発

　
　
達
普
及
す
る
中
世
末
か
ら
近
世
に
か
け
て
は
、
浅
い
入
江
は

　
　
港
の
役
を
失
っ
て
く
る
。
浜
脇
村
が
港
と
し
て
登
場
す
る
の

　
　
は
、
建
久
七
年
（
一
一
九
六
）
に
豊
前
豊
後
の
守
護
と
な
っ

　
　
た
大
友
能
直
が
浜
脇
浦
に
上
陸
し
た
と
さ
れ
る
と
き
か
ら
で

　
　
あ
る
。
ま
た
慶
長
五
年
（
ヱ
ハ
「
」
○
）
九
月
大
友
吉
統
が
、

　
　
石
垣
原
合
戦
の
前
に
浜
脇
浦
に
上
陸
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う

　
　
に
奇
し
く
も
浜
脇
浦
は
、
大
友
氏
の
興
亡
に
関
係
し
て
い

　
　
る
。

　
　
以
上
の
こ
と
か
ら
幸
松
絵
図
で
は
、
浜
脇
浦
に
河
口
を
持
つ

　
　
朝
見
川
さ
え
も
書
か
れ
ず
、
そ
れ
以
外
の
河
川
も
記
入
が
な

　
　
い
と
こ
ろ
を
み
る
と
、
幸
松
絵
図
の
原
図
と
な
っ
た
の
は
、

　
　
府
内
を
中
心
と
す
る
絵
図
か
、
浜
脇
が
良
港
で
あ
る
こ
と
を

　
　
記
し
た
絵
図
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
に
反
し
て
仙
玉
絵
図

　
　
は
、
久
光
島
は
三
っ
の
島
と
し
て
書
か
れ
て
い
る
。
そ
の

　
　
上
、
河
川
の
朝
見
、
春
木
川
、
平
田
川
な
ど
詳
細
で
あ
る
。

　
　
こ
れ
は
浜
脇
浦
が
港
と
し
て
の
機
能
が
減
少
し
た
時
期
、
横

　
　
灘
（
別
府
）
地
方
を
中
心
に
書
か
れ
た
地
図
が
原
図
と
な
っ

　
　
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

　
以
上
三
点
を
総
合
し
て
考
え
る
と
幸
松
絵
図
の
成
立
は
、
仙
玉

絵
図
よ
り
も
古
い
こ
と
。
さ
ら
に
仙
玉
絵
図
は
「
豊
後
國
誌
」
や
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「
誰
城
雑
誌
」
の
影
響
を
う
け
て
い
る
こ
と
。
さ
ら
に
絵
図
作
成

の
意
は
府
内
（
大
分
）
地
方
、
つ
ま
り
瓜
生
島
に
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
点
で
あ
る
。
こ
ゝ
で
「
堆
城
雑
誌
」
の
成
立
を
見
る
と
、
天

保
年
間
の
頃
に
府
内
藩
の
学
者
阿
部
淡
斎
が
豊
府
指
南
、
豊
府
間

書
、
豊
府
雑
誌
、
豊
後
顧
志
等
を
基
に
記
述
し
た
と
い
う
。

　
さ
て
つ
ぎ
に
、
久
光
村
が
滅
亡
し
た
の
は
、
海
底
に
沈
没
し
た

た
め
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
検
討
す
る
た
め
に
次
の
表
を

見
て
み
よ
う
。

群 焙
城
雑
誌

豊
城
世
譜

豊
後
国
志

｜ ｜ 轟

吏

Ｗ
ｄ μ 鯖一 不

明
μ 著

者

姦

一
一一年

承 嘉

葦

９

－
一年

斡 寛

保
－
一
年

呆

lg
著

作

年

代

一
八
五六

　－
四八
暫

一

八

－一
一
四

－
Ｑ

よ一
節

一
七

四

一一

西

暦

§1
久
光
島

久
光
村

久
光
村

久
光
村

万

し

詰

流

没
漂
没

流
没
Ｕ 流

没 汐ｄ

Ｕ １ 備

考

　
こ
の
表
に
よ
る
と
「
豊
陽
古
事
談
」
「
豊
城
世
譜
」
「
瓜
生
島

久
光
島
考
」
が
「
流
没
」
。
「
誰
城
雑
誌
」
が
「
漂
没
」
。
「
豊

〃

後
顧
志
」
が
「
没
し
海
と
な
る
」
と
し
て
い
る
。
「
豊
鐘
善
鳴

録
」
は
村
名
、
滅
亡
の
状
況
が
書
か
れ
て
い
な
い
の
で
検
討
の
対

照
か
ら
は
ぶ
こ
う
。
さ
て
、
注
意
す
べ
き
こ
と
は
「
豊
後
顧
志
」

以
外
の
諸
本
は
総
て
山
潮
に
よ
る
流
没
、
漂
没
で
あ
る
。
こ
の
こ

と
か
ら
流
さ
れ
た
の
は
村
の
家
、
没
し
た
の
は
土
地
。
漂
つ
た
の

は
流
さ
れ
た
家
屋
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
こ
の
こ
と
を
明
ら
か
に
す

る
た
め
に
考
察
を
続
け
た
い
。

　
　
　
三
、
延
享
の
別
府
村
絵
図

　
別
府
市
立
図
書
館
に
三
枚
の
村
絵
図
が
保
存
さ
れ
て
い
る
。
延

享
五
年
（
一
七
四
八
）
二
月
に
作
ら
れ
た
「
浜
脇
・
田
野
口
村
絵

図
」
と
’
９
％
同
じ
頃
と
考
え
ら
れ
た
「
別
府
村
絵
図
」
「
立
石

村
絵
図
」
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
「
立
石
村
絵
図
」
を
見
る
と
、
現

在
の
板
の
平
、
堀
田
、
南
立
石
、
中
津
留
な
ど
、
朝
見
川
断
層
下

の
平
地
は
、
こ
と
ご
と
く
川
原
を
示
す
白
点
で
埋
め
ら
れ
て
い

る
。
か
つ
て
は
水
田
、
畑
地
、
屋
敷
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
区
劃

の
上
に
も
、
一
面
に
白
点
が
打
ち
こ
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
絵
図

が
作
ら
れ
た
時
は
田
畑
、
屋
敷
で
あ
っ
た
所
が
、
そ
の
後
の
洪
水

　
（
土
石
流
）
で
河
原
と
な
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
河
原
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は
「
別
府
村
絵
図
」
に
続
い
て
い
る
。
つ
ま
り
別
府
村
の
北
の
堺

河
原
（
現
在
の
境
川
）
と
つ
な
が
っ
て
い
る
。
そ
し
て
別
府
村
で

は
、
境
川
に
沿
っ
て
野
口
の
境
川
天
神
を
中
心
に
下
は
日
豊
線
の

線
路
附
近
ま
で
、
上
は
青
山
中
学
校
ふ
き
ん
附
近
ま
で
町
筋
の
上

に
も
白
点
が
打
ち
込
ま
れ
て
い
る
。
詳
細
に
検
討
し
た
い
方
は

　
「
別
府
市
誌
」
第
五
編
の
頭
部
に
カ
ラ
ー
で
お
さ
れ
て
あ
る
の
で

参
照
さ
れ
た
い
。
中
石
垣
村
の
首
藤
惣
右
衛
門
が
書
い
た
「
家
宝

珍
事
記
」
な
ど
で
は
、
境
川
の
名
称
は
使
用
さ
れ
て
い
な
い
。

上
流
は
「
河
原
の
奥
」
、
下
流
は
「
堺
河
原
」
と
呼
ん
で
い
る
。

明
確
に
「
境
川
」
の
名
が
使
用
さ
れ
る
の
は
、
明
治
十
八
年
に
完

成
し
た
「
豊
後
国
速
見
郡
村
誌
」
か
ら
で
あ
る
。

　
荒
金
呉
石
（
市
郎
兵
衛
）
の
手
記
で
あ
る
「
諸
用
留
」
に
よ
る

と
、
天
保
九
年
（
一
八
三
八
）
七
月
二
十
一
日
。
安
敬
二
年
（
一

八
五
五
）
七
月
二
十
九
日
に
大
洪
水
が
起
っ
た
。
安
政
二
年
七
月

二
十
八
日
に
「
雷
鳴
有
、
終
日
大
雨
降
。
風
は
格
別
な
し
」
と
あ

る
。
と
こ
ろ
が
こ
の
大
雨
に
よ
っ
て
「
鳥
井
峠
よ
り
下
る
両
方
の

山
、
図
の
ご
と
く
大
崩
れ
、
皆
々
朝
見
川
に
出
る
。
よ
っ
て
大
洪

水
と
な
り
し
な
る
べ
し
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
模

様
を
絵
図
に
書
き
留
め
て
い
る
（
第
四
図
）
。
こ
れ
に
よ
る
と
現
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在
の
別
府
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
高
原
駅
か
ら
見
返
り
坂
の
間
の
谷
で
あ

る
。
こ
の
谷
に
向
か
っ
て
鶴
見
岳
か
ら
二
か
所
の
「
地
す
べ
り
」

が
起
き
て
い
て
「
此
所
、
大
切
な
り
」
と
書
き
こ
ま
れ
て
い
る
。

ま
た
谷
の
反
対
側
の
船
原
山
の
傾
面
に
も
、
四
か
所
の
「
地
す
べ

り
」
が
書
き
こ
ま
れ
て
い
る
。

　
地
形
的
に
見
る
と
、
見
返
り
坂
の
上
手
は
、
西
側
か
ら
山
が
迫

っ
て
狭
谷
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
に
「
地
す
べ
り
」
の
土
砂
が
崩

れ
落
ち
、
谷
口
を
寒
い
で
一
種
の
ダ
ム
と
な
っ
た
。
そ
れ
が
大
雨

に
よ
っ
て
鶴
見
岳
、
鳥
井
峠
、
船
原
山
に
降
っ
た
雨
水
が
湛
え
ら

れ
、
そ
れ
が
二
十
九
日
の
夜
、
一
時
に
決
壊
し
東
に
奔
流
し
た
と

考
え
ら
れ
る
。

　
現
在
の
南
立
石
生
目
町
の
生
目
神
社
附
近
で
は
、
境
川
と
板
地

川
の
隔
り
は
二
百
五
十
メ
Ｊ
ト
ル
。
板
地
川
と
朝
見
川
の
間
隔
は

四
百
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
で
あ
る
。
見
返
り
坂
で
発
生
し
た
土
石
流

は
、
生
目
神
社
附
近
で
、
こ
の
三
本
の
川
に
沿
っ
て
別
府
湾
に
奔
　
ｙ

流
と
な
っ
て
流
れ
込
ん
だ
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
こ
の
土
石
流
の
性

態
は
慶
長
三
年
の
久
光
村
を
襲
っ
た
土
石
流
と
似
て
い
る
と
考
え

ら
れ
よ
う
。

　
こ
の
安
政
二
年
の
洪
水
の
被
害
に
つ
い
て
、
荒
金
呉
石
は
「
諸

用
留
」
に
つ
ぎ
の
よ
う
に
書
き
残
し
て
い
る
。
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ｙ
ド
ク
；
腿
に
ｙ
庖
ぐ
モ
や
満
え
吃

　
�
髪
顎
唯

百
獣

斑

　
　
南
町
本
家
長
や
ヨ
リ
南
之
分
、
川
筋
ハ
申
二
不
及
、
先

　
　
田
地
上
ミ
の
方
、
家
の
上
迄
大
石
人
白
河
原
な
り
、
夫

　
　
ヨ
リ
家
々
二
砂
を
し
込
み
、
町
う
ら
も
、
家
の
門
も
戸

　
　
も
壁
も
セ
リ
上
り
崩
し
大
石
人
、
町
は
極
々
高
く
相
成

　
　
し
バ
ら
く
通
路
止
る
、
南
は
大
川
に
相
成
、
家
を
掘
出

　
　
ス
も
有
之
、
夫
ヨ
リ
南
松
原
浪
田
地
石
砂
人
、
大
水
ハ

　
　
浜
漫
の
屋
敷
に
せ
が
れ
、
水
は
き
か
ね
て
、
楠
湯
大
潰

　
　
レ
、
ア
ノ
涜
大
損
ジ
江
の
内
二
せ
り
込
、
南
ハ
永
石
川

　
　
の
尻
大
破
二
而
、
川
巾
廣
く
相
成
。

　
こ
の
よ
う
な
土
石
流
の
被
害
を
み
る
と
、
鶴
見
渓
谷
に
あ
っ
た

潮
水
の
決
壊
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
慶
長
三
年
の
「
山
潮
」
は
、

さ
ら
に
大
き
い
被
害
で
あ
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
。

　
昭
和
五
十
六
年
、
別
府
駅
裏
通
り
に
面
し
た
別
府
公
園
の
東
角

に
、
一
群
の
五
輪
塔
が
発
見
さ
れ
た
。
こ
の
埋
没
し
た
五
輪
塔
群

の
包
含
層
は
、
表
土
下
一
、
ニ
メ
ー
・
ト
ル
。
五
層
の
砂
石
層
が
あ

り
五
度
の
土
石
流
に
み
ま
わ
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
慶
長
三
年
の
項
の
別
府
村
、
久
光
村
な
ど

の
村
々
は
、
土
石
流
の
下
に
埋
没
し
て
い
る
可
能
性
が
高
い
と
い

え
よ
う
。

　
こ
こ
で
再
び
「
別
府
村
絵
図
」
を
見
て
み
よ
う
。
こ
の
絵
図
を

整
理
作
成
し
た
の
が
第
五
図
で
あ
る
。
図
の
中
央
を
南
北
に
は
し

る
道
路
は
小
倉
街
道
で
あ
る
。
現
在
の
南
町
、
本
町
、
北
町
か
ら

西
法
寺
の
前
を
通
り
、
近
鉄
デ
パ
ー
ト
の
下
を
通
っ
て
行
合
町
か

ら
野
口
元
町
、
野
口
中
通
、
西
野
口
を
通
る
古
道
で
あ
る
。
こ
の

街
道
は
、
明
ら
か
に
海
岸
の
古
い
砂
丘
の
上
に
造
ら
れ
て
い
る
。

道
路
の
両
側
は
畑
地
で
、
そ
の
間
に
わ
ず
か
に
人
家
が
点
在
す

る
。
砂
丘
の
西
側
は
水
田
、
東
側
も
水
田
と
沼
地
。
そ
の
東
は
松

原
と
海
岸
の
砂
丘
で
あ
る
。
海
岸
の
松
原
の
南
に
近
く
住
吉
神
社

と
ハ
幡
朝
見
神
社
の
御
幸
場
が
書
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
現
在
の

松
原
公
園
で
あ
る
。

　
街
道
が
北
上
し
、
や
が
て
西
北
に
曲
る
地
点
か
ら
、
海
岸
へ
抜
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け
る
道
が
と
お
り
、
そ
の
松
林
の
な
か
に
一
区
を
劃
し
て
海
門
寺

が
書
か
れ
、
そ
ば
に
北
上
川
が
流
れ
て
い
る
。

　
小
倉
街
道
に
沿
っ
て
別
府
村
を
の
せ
た
砂
丘
の
南
部
も
田
で
、

そ
の
む
こ
う
に
朝
見
川
が
流
れ
、
街
道
は
、
こ
の
川
を
渡
っ
て
い

る
。
砂
丘
は
南
か
ら
永
石
川
、
流
川
、
北
上
川
で
分
断
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
か
つ
て
は
永
石
川
は
朝
見
川
に
流
入
し
た

可
能
性
が
あ
る
。

　
こ
の
砂
丘
を
、
流
川
以
南
、
流
川
と
北
上
川
の
間
、
北
上
川
よ

り
以
北
と
三
つ
の
砂
丘
塊
と
し
て
考
え
れ
ば
、
南
か
ら
大
久
光
、

小
久
光
、
無
名
の
島
と
、
そ
の
形
状
ま
で
が
「
仙
玉
絵
図
」
に
書

か
れ
た
も
の
と
類
似
し
て
い
る
。
「
仙
玉
絵
図
」
を
み
て
も
浜
脇

と
砂
丘
の
着
根
部
を
貫
流
し
た
朝
見
川
’
Ｕ
ｙ
中
央
を
貫
い
て
流

れ
出
し
た
流
川
。
堆
積
し
□
を
塞
が
れ
た
潟
湖
の
北
を
貫
い
て
流

れ
出
し
た
北
上
川
。
延
享
五
年
頃
に
は
水
田
化
さ
れ
、
数
度
の
水

害
で
高
く
は
な
っ
て
い
る
が
、
湿
田
で
潟
湖
の
面
影
を
残
す
水
田
　
‘

な
と
が
、
久
光
村
当
時
の
姿
を
浮
き
彫
り
に
し
て
い
る
。

　
四
、
お
わ
り
に

久
光
村
が
、
な
ぜ
久
光
島
と
呼
ば
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
柳
田

国
男
氏
に
よ
れ
ば
、
古
来
、
平
野
の
な
か
に
ポ
ツ
ン
と
独
立
し
た

盛
り
上
っ
た
丘
、
山
を
島
と
よ
ん
で
い
る
と
い
う
（
島
の
人
生
等

に
よ
る
）
。
ま
た
田
代
脩
氏
は
和
歌
山
県
那
賀
郡
桃
山
田
の
高
野

山
領
荒
川
庄
で
、
紀
川
の
旧
河
道
の
自
然
堤
防
を
ふ
く
む
微
高
地

に
「
島
」
と
よ
ば
れ
る
地
名
が
多
い
こ
と
を
あ
げ
て
い
る
（
高
野

山
権
力
と
農
民
の
動
向
）
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
大
分
平
野

の
碇
島
も
好
例
で
あ
ろ
う
し
、
実
相
寺
山
も
、
か
つ
て
石
垣
村
の

人
々
か
ら
単
に
「
島
」
と
よ
ば
れ
て
い
た
と
い
う
。

　
こ
の
よ
う
な
例
か
ら
考
え
る
と
、
小
倉
街
道
の
通
っ
て
い
る
砂

丘
は
、
明
ら
か
に
畠
地
（
微
高
地
）
で
あ
り
「
島
」
と
よ
ぶ
に
ふ

さ
わ
し
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
久
光
村
は
陸
化
し
て
も
「
久
光
島
」

と
呼
ば
れ
た
可
能
性
が
少
な
く
な
い
。

　
そ
れ
で
は
、
久
光
村
が
存
在
し
て
い
た
頃
の
別
府
村
は
、
ど
こ

に
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
小
倉
街
道
の
通
っ
て
い
る
砂
丘
の
西

側
に
、
さ
ら
に
一
つ
の
砂
丘
が
存
在
し
た
痕
跡
が
あ
る
、
そ
れ
は

第
五
図
の
野
日
原
に
登
る
小
倉
街
道
に
両
側
の
町
並
で
あ
り
、
前

に
も
述
べ
た
堺
川
天
神
の
上
下
に
堺
川
原
の
南
に
沿
っ
て
広
が
る

街
並
で
あ
る
。
こ
の
街
並
は
「
別
府
村
絵
図
」
で
は
、
町
並
み
の

上
に
白
点
が
打
た
け
河
原
と
な
っ
て
い
る
が
、
町
並
み
が
あ
っ
た
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こ
と
は
明
ら
か
だ
。
ま
た
別
府
駅
裏
通
り
に
面
し
た
別
府
公
園
東

角
の
埋
没
し
た
五
輪
塔
群
は
、
当
時
の
別
府
村
が
こ
ゝ
に
あ
っ
た

こ
と
を
証
明
す
る
手
が
か
り
で
は
な
か
ろ
う
か
。

ポ
ス
ポ
ー
ル
（
燐
）

度
重
な
る
土
石
流
で
埋
没
し
た
中
世
の
別
府
は
、
こ
れ
か
ら
解
明

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
で
あ
る
が
、
そ
の
解
明
の
糸

口
と
な
る
の
は
「
久
光
島
」
の
研
究
で
は
な
か
ろ
う
か
。

Ｉ
え
せ
役
人
事
件
－

　
万
延
元
年
（
一
八
六
〇
）
二
月
、
大
分
郡
乙
津
村
の
後
藤
今
四

郎
宅
で
、
「
西
洋
砲
術
製
薬
其
外
御
教
授
方
江
戸
御
役
人
」
福
原

麟
之
助
か
、
長
崎
奉
行
所
同
心
に
逮
捕
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
同
心

は
、
別
府
村
で
小
間
物
商
営
む
日
野
屋
源
八
を
も
捕
縛
し
て
、
長

崎
へ
連
行
し
た
。
源
八
は
吟
味
の
末
帰
国
を
許
さ
れ
た
が
、
入
れ

替
わ
り
に
、
倅
孫
六
と
宗
十
郎
な
ど
の
関
係
者
が
、
長
崎
奉
行
所

に
召
喚
さ
れ
た
。

　
こ
の
事
件
は
、
厳
し
い
吟
味
の
結
果
、
別
府
村
の
関
係
者
全
員

が
「
急
度
叱
り
」
張
本
人
の
福
原
麟
之
助
は
天
草
へ
遠
島
と
な
っ

て
一
件
が
落
着
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
　
江
　
秀
　
利

　
当
時
の
国
情
は
、
六
年
前
に
開
国
と
い
う
一
大
転
機
を
む
か

え
、
開
国
派
と
攘
夷
派
の
国
論
が
沸
騰
し
て
、
騒
然
と
し
て
い

た
。
万
延
元
年
と
い
え
ば
、
大
老
井
伊
掃
部
頭
が
桜
田
門
外
で
水

戸
浪
士
に
襲
わ
れ
相
果
て
た
年
で
あ
る
。

　
諸
藩
の
藩
士
は
、
内
に
幕
藩
体
制
終
末
期
の
世
情
不
安
と
、
加

え
て
外
憂
と
い
う
極
度
の
緊
張
感
か
ら
、
西
洋
の
新
し
い
火
器
や

そ
の
操
法
の
修
得
に
大
き
な
関
心
を
も
っ
て
い
た
。
レ
ミ
ン
ト
ン

銃
な
ど
の
元
込
め
銃
の
撃
ち
方
、
大
砲
の
操
作
な
ど
、
銃
火
器
の

操
術
は
も
と
よ
り
、
作
裂
力
の
強
い
火
薬
の
研
究
も
ま
た
盛
ん
で

あ
っ
た
。
な
か
で
も
、
自
然
科
学
の
妙
味
を
盛
り
込
ん
だ
舎
密
術
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